
教師の指導・支援

大型提示装置・教師用端末の活用
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「群馬ならではの新しい学び」の充実に向けたICT活用（授業編）
～ 学 校 に お け る 学 び の 視 点 か ら ～

個別最適な学びに関わる学習活動 協働的な学びに関わる学習活動

１ 人 １ 台 端 末 の 活 用

「はばたく群馬の指導プランⅡ」で紹介されている学習過程を基にしたICT活用を紹介します。各
教科により、ICTを活用する場面や方法は異なりますが、ICTを活用するよさを十分に捉え、活用
の方法を適切に組み合わせたり、必要な内容を付け加えたりし、授業をデザインしましょう。

学習の成果を家庭や地域などの外部へ発信

※振り返りは、個人での活用のみな
らず、共有するなどして、学級全体
へ広げることも大切です。

分かりやすく
提示をする

“すぐにでも” “誰でも”できるICT活用例

既習事項（学習内容・振り返り）を提示する

課題意識の集約、めあてを表示する

学習の見通しなどを表示する
活動や端末の操作手順、活用アプリケーション等

学習内容に関する資料を提示・配布する
記事、グラフ、画像（写真・動画）、アンケート結果等

追究結果や学びの成果、
振り返りを表示する

学習履歴（スタディ・ログ）で前時などの学習内容を確認
ドリル型学習支援ソフトで本時につながる内容の確認

端末で、めあての記入・確認

端末で、学習の見通しの確認

追究する内容を
短時間で把握する

蓄積した学びを生かす

自分が収集した情報、考えやその根拠、思考の過程等
を伝える際のツール、補助として活用
印や枠・色つけ、拡大する プレゼンテーション

友達の考えのよさや改善点、共通点や相違点等の
確認・検討
【表示して共有】
作成した資料や図（思考ツール） ・・・並べて比較 推敲する文章
合唱や演奏、演技、運動の動き 活動の様子の写真や動画 等

情報を分析・整理し（根拠の明確化）、
解決に向け話し合い、考えを形成、成果物等を作成
同時書き込み・作成が可能なソフトの活用 プレゼンテーションソフトの活用

オンラインで他校の児童生徒や遠隔地の専門家等と交流

個別に視覚的に考えを整理・様々な方法で表現する

よ り 分 か り や す く 伝 え 合 う

多様な他者と関わる

インターネット検索で
様々な情報を収集

オンラインで詳しく
聞き取り調査・見学

観察や実験、調査の様子
を画像（写真・動画）で
正確に記録

必要な情報を加工、整理
メモや付箋紙の並び替え
画像の拡大・切り取り・複製
印や枠・色付け、加筆 等

表計算ソフトで実験、調査
の結果について、グラフや
表で整理

複数の方法で、情報を収集し、課題解決に取り組む

児童生徒の考えの取り上げ方

指名順序、児童生徒の発言に対する教師の反

応や間、他の児童生徒に対する広げ方など

学級全体で、より思考を深めていくための対応

課題解決につながる考えをもつ児童生徒の意

図的指名やタイミング、思考の筋道を明確にし

たり、考えの妥当性を再確認したりするための

「問いかけ」「ゆさぶり」「助言」など

学びの理解や深まりが不十分な児童生徒への支援

児童生徒の学習状況を教師用端末で一斉、
リアルタイムに把握する

課題解決に導くために最適な指導・支援を判断する

まとめや、振り返りを端末に記録
ドリル型学習支援ソフトの活用

文章作成ソフトや表計算ソフトで入力・記録
ノートに記述した振り返りの内容を撮影・記録

板書を写真で撮影、保存（黒板とICTの併用）

学 び を 価 値 付 け る

視覚的に、学びを共有させる

学 び の 蓄 積 を す る

自分の考え、思いについて、文章作成・プレゼンテーショ
ンソフト等を用いて表現
文章、図（思考ツール）、新聞、ポスター、パンフレット 等

必要な情報を友達などに送信

集団で視覚的に考えを整理・様々な方法で表現する

ペア・グループ 学級全体 学習状況を把握する

※ICT導入により、授業のねらいに迫るためのより効果的
な指導・支援を考える時間が増加

指導・支援に生かす
（よきファシリテーターとなることが大切）

は、すぐにでもに実施できる内容です。

は、授業における重要なポイントです。

学習履歴を活用し、授業改善へつなげる


